
【口頭発表】
（13:05～14：05）

１ 品質向上と早期収穫によるニンニクの高収益安定生産技術の開発 主査研究員 田中 郁

２ 分枝系ストックの省力化に向けたセル育苗技術の検討 主査研究員 松本 比呂起

３ トマト葉かび病菌の薬剤感受性と各種薬剤の防除効果 研究員 木村 響

４ 高糖度ミニトマト栽培における生長点付近の生育状況の数値化 主査研究員 田中 寿弥

【ポスター発表】
（14:15～15：00）

１ ピレスノイド剤・ネオニコチノイド剤両抵抗性遺伝子を持つ
ワタアブラムシの発生と薬剤の効果 主任研究員 岡本 崇

２ ピーマンうどんこ病の有効薬剤 研究員 南方 千景

３ 辛みのないシシトウ‘ししわかまる’の仕立て技術の確立 副主査研究員 橋本 拓真

４ 実えんどう‘光丸うすい’における摘葉処理の程度が莢品質と
収量に及ぼす影響 主任研究員 宮前 治加

５ スターチス萎凋細菌病抵抗性品種の育成 研究員 出口 萌

６ 高糖度ミニトマト栽培における着果程度が生育、果実品質、
収量に及ぼす影響 主査研究員 田中 寿弥

日時 ： 令和6年2月15日（木） 13:00～15:00
会場 ： 和歌山県農業試験場
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ワタアブラムシ
お問い合わせ先 ：
和歌山県農業試験場
〒640-0423 紀の川市高尾160
TEL：0736-64-2300

和歌山県農業試験場暖地園芸センター
〒644－0024 御坊市塩屋町南塩屋724
TEL：0738-23-4005


